
 

 

  札幌西高校 H26．SSH 《 授業 ・ 事業 》 報告 

指導教員 井原 教博 （理科：物理） 

授  業 

 (名称) 

事  業 

SS 地域医療体験キャンプ（旭川・留萌） 

履修生徒数 
１ 

年 
― 

２

年 
― 

３

年 
３名 

実施報告Ⅰ 

期 日 ８月６日（水）～８月８日（金） 

参 加 

生徒数 
３名 

実 施 

 

内 容 

目的 

札幌医科大学医療人育成センター及び旭川医科大学教育推進センタ 

ーの協力を得て、科学と医学の関連について学び、さらに北海道におけ

る地域医療の現状について体験を通して理解を深め、医学部進学に向け 

意欲向上を図る。 

 

８月６日（水） 

□旭川医科大学教育研究推進センター（大学研究機関の説明） 

・質量分析計・遺伝子解析装置・細胞自動解析分離装置の説明・実演 

□臨床シミュレーションセンター 

・標準手洗い・気管内挿管体験・施設内見学 

 

８月７日（木） 

□るもい健康の駅（行政福祉サービスについて） 

・るもい健康の駅とるもいコホートピア構想の取り組みについて学習 

・施設見学・施設体験・看護師による説明 

□田中青果（地域についての思い） 

・地域の基幹産業に従事するひとたちの仕事・生活を知る 

・地域の医療機関などへの要望をしり、医療従事者としての対応を考

える 

 

 



□るもい信用金庫（札幌医科大学との連携） 

・札幌医科大学３年生と協力し、市民参加型イベントの目的と効果を

知る 

・地域住民の生活の状況や要望を知る 

 

８月８日（金） 

□萌福祉サービス（福祉サービス体験） 

・高齢者の通所施設・生活施設の役割・機能について理解する 

・積極的に高齢者・通所者とコミュニケーションをとり、理解に努め

る 

□留萌市立病院（院内見学・発表） 

・地域の中核病院の状況を知り、地域医療の在り方について考える 

・実習を通じて学んだことを共有し、他者に伝えることにより、今後

の学習や進路にどう役立てたいか考える機会とする 

備 考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳＳ地域医療体験キャンプ 

期日：８月 6 日（水）～８月８日（金） 

 

【８月６日：旭川医科大学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細胞自動解析分離装置の説明           旭川医科大学教育研究推進センターの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気管内挿管の説明                 気管内挿管の実演 

 

【８月７日：るもい健康の駅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るもい健康の駅の施設見学・体験         るもいコホートピア構想に関する講義 



 

【８月７日：るもい信金メディカルカフェ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民と講義を聴く              札幌医科大学の学生とともに会場づくりをする 

 

 

【８月８日：萌福祉サービス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉サービスの説明                職員の方とともに実演 

【８月８日：留萌市立病院】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設内見学                   施設内見学 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


